
平成２８年度千葉県学校体育研究大会 
 

１ 大会主題  『自ら進んで運動に親しむ児童生徒を育む体育学習の在り方』 
２ 期  日   平成２８年１１月１８日（金） 
３ 会  場 
（１）全体会            浦安市立美浜中学校      浦安市美浜 5-12-2  ＴＥＬ 047-354-1199 
（２）分科会 小 学 校 浦安市立東小学校       浦安市猫実 1-11-1  ＴＥＬ 047-353-8504 
              中 学 校 浦安市立浦安中学校      浦安市海楽 2-36-1    ＴＥＬ 047-351-2686 
       高等学校 千葉県立浦安高等学校  浦安市海楽 2-36-2  ＴＥＬ 047-351-2135 
 
４ 内  容 

（１）講演 
    演題  「資質・能力の育成を目指す，これからの体育学習 
                     ‐思考力の育成に焦点をあてた授業の模索‐」 
    講師  国立教育政策研究所 教育課程研究センター  

基礎研究部 部長  今関 豊一 先生 
（２）公開授業 
分科会 指 導 者 展 開 単 元 名 

 
 

小学校 
 
 

佐々木 拓 教諭 ２年３組 器械・器具を使っての運動遊び 
「マット運動」 

藤平 隆信 教諭 ３年１組 ゲーム「セストボール」 
大根田芳光 教諭 ５年１組 器械運動「跳び箱運動」 

中学校 
水谷  仁 教諭 １年４５６組男子 球技「バスケットボール」 

山﨑 達哉 教諭 ２年７組 体育理論 「運動やスポーツが 
心身の発達に与える効果と安全」 

高等学校 
福岡 香愛 教諭 
大塚 知久 教諭 ３年Ｃ組 ダンス「創作ダンス」 
出澤 千草 教諭 
佐藤 貴弘 教諭 ３年Ｄ組 ダンス「創作ダンス」 

 
（３）研究発表及び研究協議 
分科会 研 究 主 題 発 表 者 司 会 者 助 言 者 

小学校 思考力の育成を目指
す体育の学習 

浦安市立東小学校 
教諭 小黑  拓 

浦安市立高洲小学校 
教頭 矢ヶ部潤之介 

千葉県教育庁 
東上総教育事務所 
指導主事 豊田 武文 

中学校 
思考力の育成を目指
した授業づくり～運
動機会の保障と，課題
の明確化をもとに～ 

浦安市立浦安中学校 
教諭 長橋 英樹 

浦安市立高洲中学校 
教諭 荻野 浩明 

千葉県教育庁 
南房総教育事務所 
指導主事 米沢 久志 

高等学校 
 
思考力の育成を目指
す体育の学習 
 

県立浦安高等学校 
教諭 出澤 千草 

県立市川昴高等学校 
教諭 稲葉 史朗 

船橋市立船橋高等学校 
教頭 米澤 努 

 
（４）参加者 
・県内小・中・高等学校及び盲・聾・特別支援学校等教員 
・県教育庁教育事務所保健体育担当指導主事 
・市町村教育委員会学校体育担当者 
 



５ 講演 
 
演題  「資質・能力の育成を目指す，これからの体育学習 
         ‐思考力の育成に焦点をあてた授業の模索‐」 
 
講師  国立教育政策研究所 教育課程研究センター  

基礎研究部 部長  今関 豊一 先生 
  
 
◎はじめに 

○本日は、次期学習指導要領改訂の動き、思考・判断・表現のとらえ、その事例、授業改善に向け

ての 4 点について、日頃、考えていることを中心にお話ししたい。今、次期改訂の国の審議会に

おける議論には、３０年後がどんな時代になるか予想はつかないが、その時代につながるように、

今後どのような教育をしていったらよいかという視点があると受け止めている。 
 

１ 次期学習指導要領改訂の動き 
○判明しているスケジュール 
 ・平成２８年中に答申、平成２８年度中に改訂学習指導要領、早ければ平成２９年度６月頃に解

説が出されると予想される。全面実施は、平成３２年度小学校、平成３３年度中学校。平成３

４年度から高等学校が年次進行。 
 
○資質・能力とは 
 ・３つの柱 ①生きて働く｢知識・技能｣の習得 
       ②未知の状況にも対応できる｢思考力・判断力・表現力等｣の育成 
       ③学びを人生や社会に生かそうとする｢学びに向かう力・人間性｣の涵養 

・国立教育政策研究所が整理した資質・能力の構造化のイメージ（諸外国を参考） 
①思考力を中核とし、それを支える②基礎力と、使い方を方向づける③実践力の三層構造 

                        → ２１世紀型能力 
・｢学力の３要素｣と｢生きる力｣ 
  思考力・判断力・表現力，その他の能力をはぐくむ（学校教育法第３０条２項） 
  確かな学力、豊かな心、健やかな体（生きる力） 
  現行学習指導要領においては、これまでの理念を継承し、教育基本法改正等を踏まえ｢生きる

力｣を育成する。 
・学習指導要領改訂の視点 
  ｢何ができるようになるのか｣｢何を学ぶのか｣｢どのように学ぶか｣の視点で検討されている。 
  各教科等の内容についての大きな変更はないと考えられる。 
 

○主体的・対話的で深い学び 
 ・深い学び→習得した概念や考え方を活用した｢見方・考え方｣ 
  基本的な技能を段階的に習得してつなげるのみならず、類似の動きへの変換や多種目への動き

につなげることができるような気付きを促す 
→どんな体育科・保健体育科の授業なのか？  
これから向き合っていかなければならないだろう。 

 
  
 



 
 
  ○評価の観点（知識・技能） 
   ・４観点から３観点に変わる 
    ｢事実的な知識｣→記号・名称、事実にかかわるもの 
    ｢概念的な知識｣→対象とするまとまりの考え、枠組み 
    この２つを組み合わせて体育科・保健体育科の授業を行っていくことが今後の課題。 
 

○評価の観点（思考・判断・表現） 
   ・感性や思いやり等については、観点別学習状況の評価の対象外とする方向 

→人間性までも態度として評価していないか（要検討） 
  
２ 思考・判断・表現をどうとらえるか 
  ○思考力・判断力と思考・判断について 
   ・思考力・判断力→発揮された状態、思考・判断→学習の過程の状態 ととらえている。 
    評価は“思考”なので学びの途中でおこる思考・判断を指導と評価しなければならない。 
 

 ○思考・判断・表現の評価 
  ・中教審は「思考・判断したこと」「を」「表現する」と言っている。 
 
 ○思考・判断の評価の課題（１） 
  ・現行学習指導要領に基づく評価で。｢見なし評価は避ける｣ 

→思考・判断を見えるようにしないと指導と評価はうまくいかない。 
  （例）ボールゲームで、良いパスを出している子どもは思考・判断しているととらえているのは

教師。本当にその瞬間に思考・判断しているか、どのように思考・判断しているかは子ど

もに書かせたり、聞いたりしてみないとわからない。しかも、全ての子ども。全員に対し

て思考・判断の指導と評価をする必要がある。 
 
 ○思考・判断の評価の課題（２） 

・次期学習指導要領による評価を想定すると→「知識・技能」は、知識と技能を区別する必要が 
あるだろう。特に、運動の技能。 

・運動の技能の場合、その人が身に付けて発揮された状態を技能という。人が身に付けた技能は、

そのままでは人から人に伝わらない。学習できない。「動き」や「技術」といった知識として変

換する必要がある。運動の技能を学習し身に付けるには、他人の動きを見て観察したことを説

明したり、人から人に伝わる絵や言語に置き換えたりすることが必要となろう。技能を身に付

ける際に、何を学んだらよいかという知識（学習対象）を明確にしないまま授業実践が行われ

るのならば、刺激と経験に留まる体育科・保健体育科からは抜け出せないのではないか。 
 

  ○思考・判断の評価の課題（３） 
   ・「思考・判断したこと」の内容「を」「表現する」活動と一体的に評価することができるように

評価規準を設定することが重要。評価規準の設定水準、記述の仕方の適切性が今後の課題。 
 
  ○学びの過程について（深い学び） 
   ・学習の実現状況は、資質・能力の方向性でとらえると、観点ごとの特徴的な動詞でとらえるこ

とができる。 
・例えば、思考・判断をとらえる動詞→見付ける、選ぶ、活用する、修正する、計画する をあ

げることができる。 



 
 ３ 思考力・判断力にせまる実践事例 
  ①中学校・体育分野 運動領域 （柔道の実践事例（固め技）） 
   ・中学 1 年生の 9 月、ほぼ全員が初心者の柔道授業。発問を用いて子どもの思考を促し、それを

確かめ、身に付けていく。 
   ・発達段階に適した運動を準備し、５０分の授業に濃縮して組み立て、思考・判断の能力を育て

る。            →これは保健体育科の授業、保健体育科の教師にしかできない。 
 
   

②中学校・体育分野 高等学校・科目｢体育｣（長距離走）の例 
   ・高校 1 年生の 11 月。持久走の 1 時間目に「呼吸法」の学習について、4 通りの呼吸法で走って

みて、自分の結果から次時以降の呼吸法を試しながら学習を進めた。 
・自分に合った呼吸法を見付ける学習を進めることにより、持久走が苦手だった生徒の意欲と記

録の向上につながった。 
   この他に、 

③中学校体育分野 体育理論の例 
④小学校での取り組み（ボール運動、ゲーム）の例 

 
 ４ 授業改善に向けて 
   ○具体と抽象の振り子を振る授業づくり 
   ○知識と評価の観点 学習内容を可視化した授業実践、それにもとづく評価の観点による評価 
   ○授業とは学習内容とそれを身に付ける学習活動の組み合わせ 
   ○学習内容、それに適合した学習活動を設定し、実践すること 
 
 ◎まとめにかえて 
   ○動きや学びの楽しさを保障しつつ動きが身に付く体育科・保健体育科授業の模索を。 
   ○例えば、大人になって運動・スポーツに取り組もうと思ったときに、思い出して活用してもら

えるような学びのある体育科・保健体育科の授業が、小・中・高等学校において実践されるこ

とを願っている。 


